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ダイ の 大 冒険 ヒュ ンマ , ヒュ ン ケ ル , マ ァ ム 


ツイ ッ タ ー 上 で 唐突 に 始ま っ た 、 ヒ ュ ン マ 桜 フェ ア 便 乗 作品 。 
あい も 変わ ら ず 甘い で す ..…。 

少な く と も 「 極 の 木 は 、 両 手 を 広げ 」 や 「 雪 に 消え る 」 の 後 の お 
話 。 


フォ ロワ ー 様 の イラ スト と 、 つ ぶ や き に か な り の アイ デア を いた だ 
きま し た 。 あ り が と うつ ござ いま し た ! 

イラ スト に つい て は 、 御 許可 を いた だ きま し た の で 、 本 文中 に 掲載 
させ て 頂 ! い て お り ま す 。 と て も 綺麗 な ヒュ ンマ 作品 で た め 息 が 出 ま 
す .…。 是 疾 、 ご 覧 くだ さい 。 
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芽 ぐ お 季節 


今日 は 気候 が いい か ら 、 森 に 散歩 に 行こ つ 、 と 吉 い 出し た の は 
マ ア ァ アム だ っ た 。 

体調 は 大 丈夫 な の か と 心配 する ヒュ ン ケ ル に 対し 、 彼 女 は 、 心 配 
いら な いと 笑っ て 吉 っ て 。 

どう せ 条 に 行く の な ら 、 獲物 も 獲れ る と いい 、 と どちら と も な く 
吉 い 出し 、 村 の 猟 師 に 教わっ た 仕掛 け を 持っ て 、 二 人 は 森 に 出かけ 
た 。 


二 人 の 住む お ネイル 村 は 、 周 辺 を 深い 森 に 囲ま れ て お り 、 森 の 恵み 
を 享受 し な が ら 村 人 た ち は 暮 らし て いる 。 

か つて は 魔 の 森 と 恐れ られ た 、 迷 いや すい 、 モ ンス ター の 住ま う 
和 森 は 、 大 魔王 の 脅威 が 去っ た 今 は 、 か つて の 落ち 着き を 取り 戻し て 
いた 。 

むし ろ 、 余 所 者 を 迷わ り せ る 広大 な 森 は 、 ネ イル 村 に と っ て は 天然 
の 要害 で あり 、 そ こ で 採れ る 森 の 恵み は 、 村 人 を 潤 わせ る も の で 
あっ た 。 森 と と も に 生き る の が 、 こ の 村 の 在り 方 で ある 。 

ここ 数 日 は 、 寒 さ が 戻る 日 も も ちっ た も の の 、 す っ か り 暖 か く な 
けり 、 小 さ な 草 花 た ち が 森 に 鮮やか な 彩り を え て いた 。 

ヒュ ン ケ ル が 、 ネ イル 村 で 生活 する よう に な っ て 、 よ う や く 季 節 
が 一 巡 し よう と し て いた 。 


ヒュ ン ケ ル は 、 マ ァ ム に 併せ て ゆっ くり と 歩き な が ら 、 春 の 空気 
を 吸い 込ん だ 。 森 の 空気 は 、 い つも 潤い に 満ち て いて 、 革 の 匂い が 
漂う つう 。 そ こ に 、 こ の 季節 特有 の 花 の 香り が ほのか に 混じる 。 
新しい 季節 の 足音 が 、 そ こ か し こ か ら 感 じ ら れ た 。 

うさ ぎ 用 の 詞 を 仕掛 け 終 える と 、 そ こ か ら は 、 特 に 目的 も な く 
な っ た 。 二 人 は 、 気 の 向く まま に 、 森 を 歩く こと に し た 。 


マ ァ ム が 、 木 の 根 に 足 を 取ら れ な いよ うに 、 彼女 の 手 を 取り 、 歩 
調 を 合わ せ て 、 ヒ ュ ン ケル は ゆっ くり と 歩い た 。 


気 を 遺す ぎ よ 、 と 笑う マ ァ ム の 声 が 響く 。 

だ が 、 ヒ ュ ン ケル は 、 こ れ で も 足り な いく らい だ と 反 褒 する 。 
マ ァ ム は 、 苦 笑 し な が ら も 、 彼 に 逆らう こと は せ ず 、 ヒュ ン ケ ル 
の 手 に 導 か れる まま 、 ゆ っ くり と 歩み を 進め て いた 。 

や が て 、 深 い 緑 の 森 の 中 に 、 淡 い 桃色 が 添え られ る の が 視界 に 
入っ た 。 

さま ざま な 種類 の 木 が 並び 立つ 雑木 朴 の 中 に 、 ひ と きわ 、 多 数 の 
花 を 咲か せる 長身 の 樹 が 見 えた 。 

ヒュ ン ケ ル の 上 育 の 倍 近 く あ ろ つ か と いう その 樹 は 、 枝 と いう 枝 
に 、 た わ わ に 薄 桃 色 の 可憐 な 花々 を いく つも 咲か せ て いた 。 村 に 何 
本 も 植え られ て いる 樹 の 花 と 似 て いた が 、 そ れ よ り も ずっ と 小ぶり 
の 花 だ っ た 。 

その 色 が 、 彼 の 目 を 引き 付け た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 父 嘆 し た よう に つぶ や いた 。 

「・・・ こ れ は 、 ア ー モ ンド ・・・ い や 、 桜 、 か ?」 

マ ァ ム も 枝 を 見 上 げ て うつ な ずい た 。 

「 そ うみ た いね 。 

これ 、 ヤ マ ザ ク ラ よ 。 」 

「 ヤ マ ザ ク ラ ? 」 

「 つ ん 。 

葉っぱ と 花 が 一 緒 に 出 て る で し ょ う ? それ が 特徴 な の 。 

こう いう 自然 の 中 に ある 種類 の 桜 よ ね 。 」 

それ を 聞い て 、 ヒ ュ ン ケル も 合点 が いっ た よう に 、 つ うつ な ずい た 。 
「 そ うか ・・・ カ ー ル で 見 た と は 違う 種類 な の だ な 。 」 

マ ァ ム は ヤマ ザク ラ の 木 を 見 上 げた まま 、 嬉 し そう に 微笑 ん だ 。 
「 ち ょ つど 盛り みた いね 。 き れい )。 

ね 、 ヒ ュ ン ケル 、 こ こ で 少し 休ん で いき まし ょ う 。 」 

そろ そろ マ ァ ム を 休ま せ た 方 が いい と 思っ て いた ヒュ ン ケ ル に 、 
異論 の ある は ず も な か っ た 。 ヒュ ン ケ ル は 、 穏 や か な 笑み を 浮か べ 
で つう なす し | た 。 

「 そ うつ する か 。」 

その 樹 の すぐ 近く に 、 ち ょ うど 少し 平ら に な っ た 場所 が あっ た 。 
ヒュ ン ケ ル は 、 そ こ に 、 羽 織っ て いた 薄手 の 外 査 を 、 敷 物 よ ろ し く 


広げ た 。 

「 そ の まま じゃ 、 冷 える か ら な 。 」 

「 あり が と う 。 」 

マ ァ ム は 、 靴 を 脱い で 、 そ の 上 に 上 が っ た 。 

マ ァ ム が ヤマ ザク ラ の 木の下 に 座り 込む と 、 ヒ ュ ン ケル も それ に 
條 っ た 。 

二 人 で 並ん で 、 外 廊 の 上 に 腰 を 下ろ す 。 

EL、 どう だ ピコ ヨシ グル 

声 を か けら れ て 、 隣 の マ ァ ム を 見 や る と 、 い つの 間 に か 、 マ ァ ム 
が ビス ケッ ト と お 茜 を 差し 出し て きた 。 お 恭 を 滝 れ て きた 小ぶり の 
ガラ ス 瓶 は 、 柔 ら か な 春の 日 差し を 受け て 、 複雑 な 光 を 反射 させ て 
いた 。 

「 あ あ 、 あ り が と っ つ 。 

マ ア ァ アム は 飲ん だ の か ? 」 

「 私 は 後 で も ら つ わ 。 』 

「 い や 、 ち ゃ ん と 飲ん で 、 水 分 を 補給 し て くれ 。 

お 前 の 方 が 大 事 に し な いと な ら な い だ ろ うつ う 。 』 

「 は ー い 。 」 

マ ア ァ ム が 先 に ガラ ス 瓶 に 口 を つけ る と 、 よ う や く ヒ ュ ン ケル は そ 
れ を 受け 取っ た 。 

さながら 、 さ さや か な ビ ピクニック の よう で あっ た 。 

条 の 穏やか な 日 差し の 中 、 ま だ 少し だ け 肌 寒い 風 が 吹く 。 喉 を 潤 
し 、 簡単 な 菓子 を 口 に する と 、 二 人 と も 、 少 し 落ち 着い た 心地 が し 
た 。 


地面 に 座っ た まま 、 ヒ ュ ン ケル は 、 自 然 と その 大 木 を 見 上 げた 。 
大 い 幹 か ら は 何 本 も の 枝 が 伸び 、 そ の 枝 の 一 部 は 、 元 の 幹 の 太 さ 
が 信じ られ な いく らい の 細 さ で 、 し か し 、 そ の 細い 枝 に こそ 、 瑞 々 
し さ が 感 じ ら れ た 。 

方 々 に 枝 を 伸ばし 、 そ の 先 に 、 薄 桃色 の 可憐 な 花 の 束 が 咲く 。 そ 
し て 、 時 折 吹 く 風 が 、 は ら は ら と 花弁 を 散ら し て いっ た 。 

だ が 、 舞 い 散 る 花びら を 見 て も 、 何故か 、 依 さ は 感じ な か っ た 。 
ヒュ ン ケ ル は つぶ や いた 。 


「 不思議 だ な 。 ここ の 桜 は 、 力 強 さ を 感じ る 。 」 
マ ァ ム も ヒュ ン ケ ル の 視線 の 先 を 追い ヤマ ザク ラ の 木 を 見 上 げ 
た 。 
薄 桃 色 の た わ わ に 咲き 誇る 花々 に 、 緑 の 葉 が 鮮やか な 彩り を 添え 
で ル 1 た だ 。 
マ ァ ム が 花 を 見 上 げ る 中 、 ヒ ュ ン ケル の 低い 声 が 響い た 。 
「 カ ー ル で 見 た 桜 は 、 も っ と 切な さ を 感 じ さ せ た 。 堤 に 、 何 本 も 植 
えて あっ た の に な ・・・。」 
"そう ね ・ 。 o コ 
「 あ の カー ル の 桜 た ち は 、 大 魔王 戦 で 散っ た 騎士 た ちの 墓標 だ っ 
た 。 だ か ら そ う 感 じ た の か も し れ な い が ・・・ あ の 切な く 備 いと 
思っ た カー ル の 桜の 木 と は 違う な ・・・。 
どちら が いい いと いつ も の で も な い が 、 同 じ 桜 な の に 、 こ の 木 か ら 
は 命 の 息吹 を 感じ る 。 」 
ヒュ ン ケ ル の 詩 葉 に 、 マ ァ ム も うな ずい た 。 
「 葉 っ ぱ が 出 て いる か ら 、 か も ね 。 
ほら 、 カ ー ル の 桜 っ て 、 花 が 全部 散っ て か ら 、 葉 っ ぱ が 出る で 
レレ よう や プロ ョ 
「 あ あ 、 そ つう つか 。 そ こ が 違 うつ のか 。 」 
「 カ ー ル の 桜 も 素敵 だ けど ね 。 
泣い ちゃ つく らい 綺麗 だ っ た わ ・・・。」』 
2 を だ な 
そう し て また 、 二 人 で ヤマ ザク ラ を 見 上 げた 。 
花 の 重 さ で 少 し 枝 の 先 が 下 が っ て 見 える 。 そ の 枝 が 、 風 が 吹く た 
びに 、 ゆ ら ゆ ら と 揺れ て いた 。 
と 区 シン ケル 。 』 
「 つ ん ?」 
花 に 見 入っ て いた ヒュ ン ケ ル の 耳 に 、 マ ァ ム の 呼び 声 が 届い た 。 
ふと 、 彼 女 を 見 る と 、 マ ァ アム は 、 座 り 下 し て 膝 を そろ えて いた 。 
そし て 、 彼 女 は 、 自 分 の 大 も も を ぼん 、 と 叩い た 。 
二 人 に し か 通じ な い 合 図 だ っ た が 、 ヒュ ン ケ ル に は 、 そ の 意味 は 
すぐ に 分 か っ た 。 
彼 は 苦笑 し て マ ァ ム に 尋ね た 。 


「 し UUU の か ? 」 
「 も ちろ ん 。 」 

屈託 の な い 笑 顔 だ っ た 。 
それ な ら ば 、 甘 えて し まお うか 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 ふ と そん な 気 を 起こ し た 。 

ご ろり と 、 横 に な けり 、 マ ァ ム の 膝 に 頭 を 乗せ た 。 

その 彼 の 頭上 か ら 、 マ ァ ム の 声 が 落ち て きた 。 

「 下 か ら 見 上 げ る と 、 綺 麗 で し ょ う ? 」 

その 斉 葉 に 惹か れる よう に 、 ヒ ュ ン ケル は 、 視線 を 上 に 向け た 。 

枝 に 咲き 誇る 可憐 な 花々 。 そ の 向こう に 、 浴 み 渡る 青空 が 見 え 
た 。 

鮮やか な 空 の 青 と 、 瑞 々 し い 葉 の 縁 、 そ し て 、 愛 らし い 潤 桃色 の 
花びら 。 互 い の 色 が 引き 立て あう 。 

その コン トラ スト が 、 彼 か ら 吉 葉 を 奪っ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 嘆 息 し た 。 

の で 丘 つつ だ な 。 

その 彼 の 面 を 、 頭 上 か ら マ ァ ム が 覗き 込ん だ 。 穏 や か に 微笑 お 

いつ か 見 た 光景 が そこ に あっ た 。 

だ が 、 以 前 と は 異な り 、 少 し 大 人 び た マ ァ ム の 表情 が 、 そ し て 、 
彼女 の 背後 を 柔らか く 彩 る 油 桃色 の 霞 全量 
か つて より も 柔らか に 彩っ て いた 。 

以前 、 聖 母 だ と 感じ た その 微笑 み は 、 い ま は 、 い っ そう 身近 に 、 
温か く 感 じ ら れ た 。 

生身 の 愛し い 人 と し て 。 

その 絵 の よ うに 美しい 景色 の 中 、 花 々 の 下 に 芽 吹 く 緑 の 葉 か ら 
は 、 ヒ ュ ン ケル は 、 次 な る 命 を 感じ て いた 。 

も つう すぐ 花 が 落ち る の だ ろう つ 。 

だ が 、 花 の 命 は 葉 が 受け 継ぎ 、 そ し て 、 や が て 、 実 を 結ぶ 。 

ヒュ ン ケ ル に は 、 こ の 木 の 知 識 は な か っ た が 、 近 い 属 来 の 約束 さ 
れ た 姿 を 、 今 の この 木 の 有 り 様 か ら 感じ 取っ て いた 。 

ふと 、 ヒ ュ ン ケル は 頭 を 動か し 、 姿 勢 を 変え た 。 

生還 マ ァ ム の 膝 に 頭 を 預け て いた が 、 ほ ん の 少 

し 、 頭 を を に 向け た 。 有 目 の 前 に 、 マ マ ア ァ ム の 腹 が 見 える 。 


その 彼女 の 腹部 に 、 ヒ ュ ン ケル は そっ と 手 を 添え た 。 

する と 、 彼 の 意図 を 感じ た マ ァ ム は 、 彼 の 手 の 上 に 、 己 の 右手 を 
重ね た 。 

ヒュ ン ケ ル は つぶ や いた 。 

「・・・ あ た た か いな 。 」 

「 ま だ 、 動 か な いけ ど ・・・ 何 か 感じ る ? 」 

マ ァ ム の 吉 葉 に 、 ヒ ュ ン ケル は つ な ず いた 。 

「 あ あ ・・・。 そ こ に いる 、 息 吹 を 感じ る 。 」 

手 の 先 に 、 見 えな い 命 の 姿 を 感じ て いた 。 

マ ァ ム が ささ や く 。 

「 あな た の 子 だ か ら 、 き っ と 生命 力 が 強い の よ 。 」 

「・・・ 似 て ほし く な いと ころ は 、 似 な いで いい ん だ が ・・・。」 
「 そ こ は 似 て て いい ん じゃ な い ? 」 

「 俺 みた いな 無茶 は し な いで ほし い 。 」 

「 な ら 、 ヒ ュ ン ケル も そう し な いと ね 。 」 

「 ぞ すぐ すま まん 。 

他愛 無い 会 話 の 中 、 ざ あっ と 、 ひ と きわ 強い 風 が 吹い た 。 

は ら は ら と 、 和 花弁 が 舞い 落ち る 。 

「 き れい ね ・・・ 花 が 降っ て いる みた い 。 」 

マ ァ ム が 左手 を 天 に か ざし た 。 そ の 手 に 向かっ て 、 花 々 が 降り 注 
ぐ 。 
ヒュ ン ケ ル も 花 に 視線 を 向け た 。 そ し て 、 沙 ちる さま に 目 を や 
る 。 
軽く 開い た 彼 の 手 の 中 に も 、 季 節 の 恵み の よう に 、 花 びら が ふわ 
け と 降り 立つ 。 ヒ ュ ン ケル は 、 潰 さ ぬ よ うに 、 そ っ と 手 を 閉じ 、 そ 
の 春の か けら を 閉じ 込め た 。 

その 舞い 散る 花びら が 語る の は 、 散 り 行 く 父 さ で は な く 、 次 な る 
命 へ と つなぐ 約束 の 証 だ っ た 。 
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